
 　　昨年度の話を思い出し、感じること 
      毎年ゴールデンウィークが終わると、⻑期休暇明けのような気持ちになりませんか？この時期になると 
     私は、皆さんに会えるのが楽しみであると同時に、『あぁ、休みが終わったな…』という感情が湧いてき 
     ます。全員が同じ気持ちというわけではないでしょうが、共感できる⼈もいるはずです。 
      昔からこの時期に起こる体調不良や、気分不良のことを五⽉病と呼んでいます。五⽉に同じ状態の⼈が 
     増えるからこそ、この現象に五⽉病という名前がついているのでしょう。 
      休みが明けて、リフレッシュできたなと思っているあなた！最⾼ですね！ 
      でももし「ちょっとしんどいな」と思う⼈がいたら、誰でもいいので先⽣に相談してみてください。そ 
     ういう気持ちに向き合って、乗り越えてきた⼤⼈たちの視点を取り⼊れるチャンスかもしれません。 

  ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

      昨年、  先⽣から「視野」について話をしていただいたことを覚えていますか？私はこの⼀⽉、皆さ 
     んと接する中で視野の広がりを感じることがたくさんありました。 
      ⽴場が変われば、物事の⾒⽅や考え⽅も⼤きく異なります。⽴場の変化として皆さんに⼀番わかりやす 
     いのは、今年は私が担任をしているということだと思うので、そのことを中⼼に話を進めます。 
      昨年度の私は、「全員の担任」という気概で皆さんに接していました。つけ添えておきますが、もちろ 
     ん気持ちは今も同じです。出来る限り皆さんを⾒て、学年だよりで⼤事だと思うことを伝えたいと思って 
     いるので、そのスタンスは変わりません。 
      しかしながら教室や廊下で私を⾒かける頻度が、去年より少なくなったと感じている⼈もいるでしょう。 
     極⼒皆さんを⾒るようにしたいと思っていますが、事実として今までと同じ時間の割き⽅はできていませ 
     ん。⽴場が変われば当然のことなので、そのこと⾃体に良し悪しはないと考えています。 
      私にとって時間の割き⽅以上に、変わったことがあります。それは、皆さんとの接し⽅や皆さんの⾒え 
     ⽅です。 
      担任を受け持ち、今までと同じ距離感でいるということは時間的にも空間的にも不可能です。結果とし 
     て、今まで以上に皆さん⼀⼈⼀⼈との関わりが深くなりました。それぞれと接するときの考え⽅、皆さん 
     の⾒え⽅も変わりました。この歳でまた⼀つ、視野が広がったことを実感しました。 

  ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

      ここまでの話は、先⽇  先⽣が書いてくださった「先輩としての意識」という内容に関連しています。 
     今週は⼊部届の締切りもありました。部活動に所属している⼈は、五⽉を境に後輩とのかかわりも増しま 
     す。そういった限られた場でなくても七年⽣は学校にいるので、全員が「先輩という⽴場」の存在になり 
     ました。 
      ⼋年⽣になって⼀⽉が経ちますが、今までと同じ⼼持ちでいる⼈はい 
     ませんか？学校の中での⽴場が変わった今、それは皆さんの視野を広く 
     もつためのチャンスです。 
      運動会も近づいてきており、後輩とかかわる機会も間違いなく増えま 
     す。⾏動や考えを⾒直すことで、視野を広くもって⽣活できると、⼀⼈ 
     ⼀⼈の⽣活も変化して、集団としてもレベルアップできるはずですよ。 



    

      このコーナーでは８年⽣のきらりとひかる瞬間やエピソードをご紹介します。   
      先週の総合の時間では、移動教室に向けた調べ学習が始まりました。今回は⼀⼈⼀⼈が⻑野の知りたい 
     ことを問いとして⽴てて、クラスの垣根を超えて同じ問いをもつ⽣徒同⼠で調べ学習を進めます。先週は 
     導⼊として  先⽣が作ってくださった⻑野にまつわるクイズをしました。ワクワクした様⼦で積極的に 
     クイズに参加している姿が印象的でした。クイズを経て⻑野に関してもっと知りたくなった⽣徒も少なく 
     はないのでしょうか。 
      調べ学習では⼀⼈ひとりがそれぞれのスタイルで、興味をもったテーマについて熱⼼に探究を進めはじ 
     めています。タブレットで資料を探したり、友⼈と意⾒を交換したりしながら⾃分たちの興味や関⼼があ 
     るものを多⾓的に調べていました。移動教室に向けてまだ時間がありますので、これからじっくりと問い 
     を深めていく予定です。ひとりひとりの⼼の奥にある「もっと深く知りたい！」という気持ちを⼤切にし 
     ながら、教員⼀同、調べ学習をサポートして参ります。  
      ⼀⼈⼀⼈の学びが移動教室の学びをより深く、意味のあるものにし、学年全体にとって充実した体験と 
     なることを期待しています。    
             

 　　来週以降の予定！来週も頑張ろう！ 
 1校時  2校時  3校時  4校時  給⾷  5校時  6校時  備 考  下校予定時刻 

 １２日（月）  道  ②  ③  ④  〇  ⑤  ⑥  全校朝礼  １５：５０ 

 １３日（火）  ①  ②  ③  ④  〇  ⑤     総  RSタイム  １５：５０ 

 １４日（水）  ①  ②  ③  ④  ◯  ⑤  ／  尿検査⼆次  １４：５０ 

 １５日（木）  ①  ②  ③  ④  ◯  ⑤  ／  職員会議 
 部活再登校16:00〜  １４：５０ 

 １６日（金）  ①  ②  ③  ④  ◯  ⑤  学  １５：５０ 

 　　保護者の皆様へ  ～ご協力ありがとうございます～ 

 〇みなさんの『8年⽣になって』を「わかるわかる」と頷きながら読みました。新し 
      い環境を不安に思う気持ちは⼤⼈も⼀緒です。新たな⼈間関係を築くのはいまだに 
      毎回緊張します。そして⾃分以外の⼈は順調そうに⾒えるものです。でも意外とみ 
      んなもドキドキしています。席が近くなったり同じ班になったりなど、仲良くなる 
      きっかけはこれからもたくさんあります。⾃分から『おはよう』と挨拶してみる、 
      『ありがとう』とお礼を⾔うなど基本的なことを⼤事にすると距離が縮まります。 
      思い出いっぱいの楽しい⼀年になるよう⼼から応援しています。 
       →ご返信いただき、ありがとうございます。前回まで掲載させていただいたお⼦様たちの作⽂からは、 
        今年の意気込みが書かれているだけではなく、不安も素直に書かれていたと私も感じています。そ 
        の気持ちに寄り添い、「⼤⼈も同じだ」ということを⽰していただけたことは、このご返信を読ん 
        でいる⼦どもにとって⼤きな気づきになると思います。先⽇の学年だよりの内容に触れつつご返信 
        いただけたこと、私にとっては本当に嬉しいことです。重ねてお礼申し上げます、ありがとうござ 
        いました。 


